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地域とともに
校長 谷 尊 仁

令和４年度も２ヶ月が過ぎました。やっと「新型コロナウイルス」の感染

拡大も減少傾向が見られるようになって来たように感じますが、まだまだ感

染予防対策には気を抜けない状況であります。

本校におきましても、状況を見ながらではありますが行事等において、感

染予防対策をとりながら本来の活動を行っていきたいと思っております。

先日は、３年ぶりに開催された「丘のまちびえいヘルシーマラソン２０２

２」に全校生徒が給水所係や会場係のボランティアとしてお手伝いすること

が出来ました。みんな活き活きとした表情で自分たちのやるべきことを遂行

していました。

参加したランナーの皆さんから、会釈をされたり「ありがとう」の一言を

かけてもらい、最後の記念写真撮影前にゲストランナーであった増田明美さ

んからも全員に感謝の言葉をかけてもらったりと、多くの人から感謝される

ことの喜びと達成感を感じることの出来る機会でありました。

このような機会は、生徒にとって地域への貢献はもとより、一人ひとりが

有用感や充実感を抱くことの出来る重要な活動の一つであります。

地域の方々と一緒に活動する中で、コミュニケーション能力やＴＰＯに応

じた行動や言動を学ぶことは、「社会で活きていく力の資質・能力」を培う

一助となっていると思います。学校という限られた世界ではなく、もっと広

い範囲（地域）の中で世代を超えた多くの人たちと関わりながら、自分の将

来を考えてもらえればと思います。しかし現状では、「新型コロナウイル

ス」の感染対策を一番に生徒の安全を確保するために、まだまだいろいろな

制限の中での活動となります。

７月に予定しております「美高祭（学校祭）」におきましても、３年前ま

での内容で実施したいところですが、「密の回避」「飲食の自粛」など、国

や道の感染予防対策に係る指針に基づいて「出来ることを最大限に」やって

いくことになります。

生徒たちの活躍する姿を一人でも多くの保護者等の皆さま、地域の皆さ

まにご覧いただき、生徒の励みにしたいと思っているところではございま

すが、ご理解とご協力をお願いいたします。

地域ぐるみでの生徒育成を目指して
今年度第１回学校運営協議会を開催しました。

平成30年度より本校に導入し、地域

とともにある学校を目指しているとこ

ろです。

少子化等の影響により、本校入学生

徒数も減少しているなか、社会に貢献

できる資質・能力の育成のため、地域

と連携・協働しながら教育活動を行う

ことがとても大切になってきています。

そのためには、地域から学校の在り

方や教育活動、望まれる生徒の姿など

に対してのご意見をいただくことが非

常に大切なことであります。それらを

みなさんで共有し、将来の社会を創り

出す生徒を、美瑛町をフィールドとし

て育成していきたいと考えておりま

す。
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今後の主な予定
６月27日（月）主権者教育出前授業（3学年） ７月20日（水）校内進路ガイダンス（１･２学年）

７月９日（土）・10日(日）学校祭 スクールカウンセラー来校

11日（月）・12日（火）振替休業 22日（金）全校集会

19日（火）ＡＬＴ来校 23日（土）～８月16日（火）夏季休業

地域と連携した取組
今年度も地域と連携・協働した取組を実施しております。

総合的な探究の時間において、地域の

課題に向き合い解決策を考える「地域探

究」を実施しています。そのためには、

地域をより理解することが必要であり、

その取組を行っています。

町内の写真家である中西敏貴氏と農業

を営む大西智貴氏を講師とした「地域巡

検」や美瑛産の食材について理解を深め

る「まるごとまるがめ体験教室」など、

実際に自分の目で見て、肌で感じる取組

を実践しています。普段の生活の中では

思いもよらなかった地域のよさを知るこ

と、その中で「おや」と感じた疑問が、地域の課題を見つける手がかりと

なると考えています。課題を解決するため、「何をどのように考え、どこ

と一緒に考えていけばよいのか」を自分で理解していくこと、

これらの活動すべてが生徒を育てていくものと考えております。

これからも地域とともに教育活動に取り組んでいきたいと考えますので、

ご協力お願いいたします。

情けは人の為ならず
このことわざの意味を知っていますか？

平成13年の文化庁による世論調査では、間

違った解釈をしているものは48.2％となる

ことが分かっています。本来の意味は何で

しょうか。

「情けは人の為だけではない、いずれ巡り

巡って自分に恩恵が返ってくるのだから、

誰にでも親切にせよ」との意味であります。

今年度も、各種ボランティア活動として、

地域の皆様と触れあう機会があります。６

月１２日（日）には３年ぶりに「ヘルシー

マラソン」へ全校生徒で活動を行いました。

給水場や開会式などの業務に携わり、ラン

ナーから感謝の言葉をいただくなど、生徒

にとって有意義な機会となったと思います。

18日（土）には景観修景事業に、有志が

参加しました。国道沿線の草刈りなどに精

力的に取り組み、地域の方々より感謝の言葉をいただきました。

これからも、自分自身を高めるため活動を継続していきます。


